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　江戸から明治時代、芝居

と言えば仮名手本忠臣蔵を

指した。村芝居は各地で盛

んに行われた農村歌舞伎の

ことで、地芝居と買芝居に

大別される。藩政時代には

禁止されていたが、神社祭

礼で行われるものは例外と

されていた。村芝居は、明

治時代には許可され、明治

期の市内では、各地で盛ん

に上演され、地区によっては一座を持ち、各地を

上演して巡回したようである。

　大川上美良布神社境内の通夜殿※１は、南向きで

間口１１．５㍍、奥行８．５㍍、観客は境内広場から

見るようになっていた。

　当社の境内では、元禄の頃より毎年狂言が行わ

れ、郷土文化の向上に大きな貢献をして来た。明

治９年、通夜殿の改築には廻り舞台※２を設けて伝

統の狂言が催された。廻り舞台は県下にも数少な

いものである。

　この改築には柱・桁・梁に墨書が見られ、資材

を各地から持ち寄ったことが分かり、当時の村芝

居に寄せる情熱がうかがえる。　

　延享３年（１７４６）、大阪で菅原伝授手習鑑が

人形浄瑠璃で初演され、翌年に川上様の秋祭りで

狂言として上演され、近郷から見物人が集まり、

娘たちが晴着を競っていた。

（香美史談会）

※１　通夜殿は、本来は神事の控所的な利用目的

の建物と考えられるが、民間芸能の上演場として、

特に狂言に使われて近郷に知られていた。神に奉納

する神楽や浦安の舞などは拝殿で行う。

※２　大型の石臼状の造作で径３．７㍍の舞台の一

部を人力回転させる仕掛けになっている。
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催
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あ
る
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体
験
し
て
み
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い
方
、

経
験
者
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方
も
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
道
具
も
予
備

知
識
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あ
り
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せ
ん
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毎
月
、
広
報
が
届
く
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
連

絡
事
項
な
ど
の
ペ
ー
ジ
ば
か
り

で
、
保
育
園
や
小
・
中
学
校
で

の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
や
、
行

事
な
ん
か
の
写
真
も
も
う
少
し

あ
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
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香
美
史
探
訪
記
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
一
般
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
現
地
の

地
図
の
掲
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

訪
ね
る
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な
り
ま
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。
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の
事
故
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多
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の
こ
と
。
私

は
自
転
車
な
の
で
、
角
で
は
右

見
て
左
を
見
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、
ま
た
右
を
見

て
、
い
っ
た
ん
必
ず
止
ま
る
よ
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に
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て
い
ま
す
。
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レ
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。
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『
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遠
く
祖
国
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離
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自

分
の
夢
に
向
か
っ
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が
ん
ば
っ

て
い
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留
学
生
！
私

も
が
ん
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ら
な
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。
と
元
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。

　

ご
応
募
・
ご
感
想
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
意
見
は

今
後
の
編
集
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

 

こ
ん
に
ち
は
！
私
は
高
知
工

科
大
学
で
修
士
論
文
を
書
く
た

め
に
、
今
年
の
４
月
に
日
本
へ

来
ま
し
た
。
情
報
シ
ス
テ
ム
工

学
大
学
院
で
『
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
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を
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し

て
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ま
す
。

　

留
学
先
に
日
本
を
選
ん
だ
理

由
は
、
日
本
文
化
と
か
ア
ニ
メ

と
か
、
日
本
に
は
私
の
好
き
な

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
で

す
。
日
本
の
言
葉
も
好
き
で

す
。
実
は
、
４
年
前
ス
ペ
イ
ン

で
勉
強
し
始
め
ま
し
た
。
で

も
、
高
知
へ
来
た
最
初
の
月
は

話
が
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
ず
シ
ョ

ッ
ク
で
し
た
。
問
題
は
、
ス
ペ

イ
ン
語
と
日
本
語
の
発
音
が
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
で

す
。
私
が
日
本
語
を
話
す
と

き
、
簡
単
な
言
葉
し
か
使
っ
て

な
く
て
も
、
み
ん
な
私
が
す
ご

く
上
手
だ
と
勘
違
い
し
て
し
ま

い
、
日
本
人
同
士
で
話
す
よ
う

な
ス
ピ
ー
ド
で
話
し
て
き
ま

す
。
本
当
は
、
私
は
そ
ん
な
に

で
き
な
い
の
で
す
が
。
で
も
、

私
は
ス
ペ
イ
ン
で
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
た
お
か
げ
で
、
上
達

の
ス
ピ
ー
ド
は
速
い
と
思
い
ま

す
。
自
分
で
言
う
の
も
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ん
で
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が
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ん
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。

　

も
う
一
つ
、
日
本
で
大
好
き

な
こ
と
は
カ
ラ
オ
ケ
で
す
。
ス

ペ
イ
ン
に
は
そ
ん
な
所
が
全
然

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
３
カ
月

で
、
約
10
回
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ

て
い
ま
す
。
驚
い
た
の
は
、
日

本
人
は
み
ん
な
歌
う
の
が
す
ご

く
上
手
な
こ
と
と
、
３
時
間
以

上
も
歌
う
こ
と
が
で
き
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こ
と

で
す
。
私
は
の
ど
が
痛
く
な
っ

て
、
と
て
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

日
本
へ
来
た
こ
と
は
本
当
に

よ
か
っ
た
で
す
。
と
て
も
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
将
来
、
機
会
が

あ
れ
ば
、
日
本
へ
、
高
知
へ
、

ま
た
来
た
い
で
す
。
日
本
は
最

高
で
す
！
香
美
市
の
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

香美史

記訪探
第１６回
美良布神社通夜
殿と芝居
（香北町韮生野）
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作：山田高校マンガ部
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８
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
特
集
を

組
ん
だ
国
勢
調
査
。
５
年
前
自

分
も
調
査
員
と
し
て
、
各
世
帯

を
回
っ
て
い
ま
し
た
。
市
の
主

な
収
入
源
で
あ
る
交
付
税
に
も

大
き
く
影
響
す
る
調
査
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
細
木
）

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編

香北支所
大川上美良布神社

国道１９５号
セレネ

久しぶりに飛んでみました

９月の空も　きれいです
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